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審 査 結 果 の 要 旨
バ ク テ リナ シン とは 細菌 が生 産す るた んぱ く質 性の 殺 菌物 質:で,そ の殺 菌範 囲 は同種 また は近 縁 の
細 菌種 のみ に限 られ る。 そ 菜軟 腐 病 菌 で あるErwiniacarotovoraが ノミク テ リオ シンを生 産 す
る こ とはす で に知 られ て い たが,高 度 に精 製 され た 例が な く,ま た そ の作 用 機作 も明 らかで は な い。
本 論文 はE.carotovoraの 生 産 す るバ ク テ リオ シ ン(カ ロ トボ リシソEr,以 下Erと 省 略す る)
の精 製と その 性質 お よび 作用 機構 を 検討 した もの であ る。
著 者 は まず硫 安 分 画,イ ナ ン交 換 ク ロマ トグラ フィ ー,ゲ ル濾 過,庶 糖 密 度 勾 配遠 心 法 よ りErを
約70倍 に精製 した。 電子 顕 微鏡 観 察 に よ る とErは バ クテ リナ フア ージ の尾部 状の 大型 バ クテ リオ
シ ンであ る。Erは 加 熱 処 理,凍 結融解 に よ り不活 性化 され る が,プ ロ テ アー ゼ処 理に 対 して は 比較
的耐 性 で ある こと を認 めた 。
次 に著 者は 感 受性 のErwinia属 細 菌 にErを 感 染 させ る と,著 しい溶 菌が お こる こ とを見 出 した 。
溶 菌 は りん 酸,EDTAな どの 添 加 によ り促 進 されMg2+に よ り抑 制 され る。 ホ ルマ リン固定 菌 では
Erの 吸着 はお こるが溶 菌 はお きな い ので,感 受 性菌 の もつ 溶 菌酵 素 が 関 与す る ことが示 唆 され た。
溶 菌 に関係 す る酵 素 を 明 らか にす るた め,Erの 感 染 に よ りどの よ うな生 体 高 分 子が 分解 され るか を
検討 した所,細 胞膜 の りん脂 質 が特 異 的 に分 解 され る こ とが 明 らか と な った。 分 解を 受 け る りん脂 質
は ホス フ ア チ ジル エ タノ ー ルア ミソ とホ ス フ アチ ジル グ リセ ロール であ り,膜 結 合性 のボス ホ リパ ー
ゼAの 関 与が 示唆 さ れた 。 そ こで 著 者 は感 受性 菌ホ ス ホ リパ ーゼ につ い て検 討 し,主 と して 界 面活性
剤 や メ タ ノール に よ り活性 化 され るdr一 ボス ホ リパ ーゼAが 存在す る ことを 明 らか に した。 さ らに
著者 はホ スホ リパ ー ゼの活 性 化がErに よる一 次 致 死 作用 点 で あ るか否 か を 明 らか にす るた め,dr
一ボ ス ホ リパ ー ゼ欠 損 変異 株 を3株 分 離 した 。 これ ら変異 株 ではErの 感染 に よ って 膜 りん脂 質 の 分
解お よび溶 菌が抑 え られ た が,生 残率 で 見た 感 受性 は 親株 と差 が ない ことか ら,ホ ス ホ リパー ゼAの
活 性化 がErの 一 次的 な致 死作 用機 構 で はな い こ とを認 め た。
最 後 にi著者 はホス ホ リパ ー ゼA欠 損 変 異株 を 用い,Erの 感染 時 の感 染 菌 の生 理機 能につ い て 調べ
た。 感染 菌で は 高分 子合 成 はすべ て停 止 し,ア ミノ酸 の 能動輸 送 系,膜 電位 の形 成 は強 く阻 害 され る
が,呼 吸 に対 す る阻 害 は比 較的 弱 い こ とを認 めた 。 以上 の 結 果か ら著 者 はErの 感 染 に よって 細胞膜
の諸 機 能 が著 し くそ こなわ れ る と結 論 した 。
以 上 の よ うに 本 論文 はい くつ か の新 知 見を 含 み,微 生物 学 に 貢献 す る ところが 大 きい。 よって 三論
文 審査 員 とも著者 は 農学 博 士の学 位 を 授与 され る資格 があ る と判 定 した ・
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